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【開発の背景】 
 工場や倉庫の天井に照明やケーブルを設置する用途のレースウェイレールや，自動車用タイ

ヤホイールは，隙間が狭く，従来型の工具が入りにくい課題がありました。隙間に入りやすく

するために工具先端を薄くすると，強度が不足します。水戸工機株式会社は，比強度に優れ軽

量化の図れる新しい素材である炭素繊維に着目し，工具先端の金属を薄くし炭素繊維を外側か

ら巻き付けた補強を考案しました（図１）。しかし炭素繊維は工具業界での適用例がなく，補

強効果が未知数でした。工業技術センターではタイヤホイール用工具を対象とし，シミュレー

ションを活用して炭素繊維の種類や巻き数による補強効果を求めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【開発の経緯・支援内容】 
 ボルトを締結する際には，工具先端に負荷がかかり壊れやすくなります。炭素繊維の種類や

巻き数を変更し，工具先端に生じる応力を比較しました。その結果，炭素繊維補強の条件によ

り，補強効果に差があることが明らかになりました（図２）。 
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【開発した製品の紹介】 
平成 27年 5月に製品化し，日本国内の輸入車（欧州）整備工場向けに販売を開始しました。 
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図１ 炭素繊維補強工具（タイヤホイール用） 

図２ シミュレーション例（工具先端，金属部のみ表示） 
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